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地区名

三 重

青 葉

鶴 城

晩 翠

晩 翠 西

1 1 区

夕張太西幌

川 向

栄 進

振興組合長

江郷　優也

川島　辰徳

神馬　隆幸

白倉　智博

武田　政俊

㈲豊夢　河村　将史

山本　俊彦

鈴木　幸光

今田　裕寛

副組合長

井澤　祐一

橋爪　英機

高橋　健治

㈱城地農産　城地　真吾

㈲野楽　柾木　英夫

山本　　隼

㈲ほなみ　池岡　真吾

清水　友貴

縄　　貴洋

令和７年度　営農振興組合役員名簿

長
に
青
葉
営
農
振
興
組
合
長
の
川
島
辰
徳
さ
ん
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
議
案
の
取
り
ま
と
め
や
連
絡
事
項
等

の
説
明
が
各
部
署
担
当
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

　

各
営
農
振
興
組
合
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、Ｊ
Ａ
事

業
の
円
滑
な
推
進
を
目
的
に
１
年
間
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

１
月
21
日
（
火
）、Ｊ
Ａ
３
階
大
会
議
室
で
第
１
回
営

農
振
興
組
合
長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
前
段
に
、
南
幌
町
米
麦
改
良
協
会
よ
り
推
進

員
委
嘱
が
行
わ
れ
、
林
代
表
理
事
組
合
長
よ
り
各
営
農

振
興
組
合
長
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

営
農
振
興
組
合
長
会
の
役
員
に
つ
い
て
、
会
長
に
夕

張
太
西
幌
営
農
振
興
組
合
長
の
山
本
俊
彦
さ
ん
、
副
会

令
和
7
年
第
1
回
営
農
振
興
組
合
長
会
議
を
開
催
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１
月
16
日
（
木
）、
J
A
2
階
中
会
議
室
で
農
業

者
年
金
巡
回
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

相
談
会
は
、
南
幌
町
農
業
者
年
金
協
議
会
主
催
で

３
年
に
１
度
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
北
海
道
農

業
協
同
組
合
中
央
会
J
A
総
合
支
援
部
の
廣
長
隆
利

氏
を
相
談
員
に
招
き
「
農
業
者
年
金
の
受
給
に
あ

た
っ
て
」
と
「
農
業
者
年
金
の
仕
組
み
」
と
い
う
題

目
で
受
給
予
定
者
と
加
入
対
象
者
に
分
か
れ
た
二
部

構
成
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
部
で
は
受
給
方
法
や

注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
二
部
で
は
加
入
方
法
や
農

業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

農
業
者
年
金
巡
回
相
談
会
を
開
催

　

１
月
６
日
（
月
）、
J
A
3
階
大
会
議
室
で
勤
続
10
年
・

30
年
を
迎
え
た
職
員
４
名
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
林
代

表
理
事
組
合
長
よ
り
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

勤
続
30
年
を
迎
え
た
職
員
は
、
大
津
亮
蔵
課
長(

農

業
振
興
課)

、
武
差
功
年
課
長
（
共
済
課
）、
勤
続
10

年
を
迎
え
た
職
員
は
、
渡
邉
真
也
係
（
農
業
振
興
課
）、

木
村
亮
介
係
（
資
材
課
）
で
す
。

　

表
彰
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
大
津
課
長
よ
り
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
４
名
は
、
当
J
A
に
入
協
以
来
10
年
、

30
年
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
、職
務
に
忠
実
に
精
励
し
、

農
協
事
業
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
で
勤
続
20
年
を
迎
え
た
職
員
は
、
石
橋

修
一
郎
係
長
（
経
営
相
談
課
）
と
な
り
ま
す
。

永
年
の
勤
続
を
表
し
て

　

１
月
６
日
（
月
）、
J
A
2
階
中
会
議
室
で
南
幌
神

社
よ
り
宮
司
を
招
き
新
春
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

祈
願
祭
に
は
、
林
代
表
理
事
組
合
長
を
は
じ
め
、
役
員

や
青
年
部
長
、
女
性
部
長
、
各
部
署
の
部
・
室
・
次
・

課
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
、
五
穀
豊
穣
を
願
う
と
共
に
組
合
員
・
役
職

員
が
無
病
息
災
で
い
ら
れ
る
よ
う
お
祓
い
を
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
後
、
参
拝
者
全
員
が
玉
串
奉
奠
を
行
い
ま

し
た
。

乙
巳
年
の
農
作
物
の
豊
作
を
願
う
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部　

長　

　

若
杉　

宗
樹
（
栄　

進
）

副
部
長　

　

石
川　

卓
也
（
晩
翠
西
）

会　

計　

 

　

増
田　

秀
樹 

　
（
晩
翠
・
㈲
フ
ロ
ー
ア
）

代
表
監
事　

　

鈴
木　

善
友
（
栄　

進
）

監　

事　

　

髙
島　

裕
也

　
（
栄
進
・
㈲
N
O
A
H
）

参　

与　

　

岩
村　

国
宏
（
11
区
・
㈱
響
）

　

令
和
７
年
１
月
７
日
（
火
）、Ｊ
Ａ
な
ん
ぽ
ろ
３
階
大
会
議
室
で
令
和
７
年
Ｊ
Ａ
な
ん

ぽ
ろ
青
年
部
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
令
和
６
年
度
事
業
報
告
並
び
に
令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
や
役

員
改
選
な
ど
、
審
議
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

若
杉
新
部
長
か
ら
は
、「
コ
ロ
ナ
が
明
け
、
活
動
が
再
開
す
る
一
方
、
盟
友
数
が
減

少
す
る
中
で
は
あ
る
が
、
魅
力
あ
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
新
体
制
に
向
け
た
意

気
込
み
を
話
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

総
会
に
よ
っ
て
今
年
度
の
活
動
基
本
方
針
等
が
決
ま
っ
た
の
で
、
今
後
は
新
役
員
を

筆
頭
に
青
年
部
活
動
を
よ
り
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
役
員
と
活
動
基
本
方
針
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
７
年
度
活
動
基
本
方
針

１
．
盟
友
一
人
一
人
が
青
年
部
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、青
年
部
活
動
に
参
加
す
る
。

２
．
関
係
機
関
と
連
携
し
、
食
農
教
育
の
一
端
を
担
い
、
食
の
大
切
さ
を
伝
え
る
。

ま
た
、
ホ
ク
レ
ン
く
る
る
の
杜
で
の
農
業
体
験
・
町
内
食
育
活
動
を
通
じ
、
消

費
者
と
の
交
流
を
深
め
る
。

３
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
運
営
や
南
幌
農
産
物
の
販
売
活
動
を
通
じ

て
、Ｊ
Ａ
な
ん
ぽ
ろ
青
年
部
活
動
を
全
国
に
向
け
て
発
信
す
る
。

４
．
関
係
機
関
と
の
交
流
会
を
実
施
し
、
知
識
を
広
め
る
。

５
．
Ｊ
Ａ
夜
ま
つ
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
南
幌
町
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
。

６
．
営
農
技
術
向
上
の
た
め
各
種
研
修
会
、
勉
強
会
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。

青
年
部
通
常
総
会
を
開
催 発行者

JA なんぽろ青年部
編集責任者　石川 卓也
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１
月
14
日
（
火
）
か
ら
15
日
（
水
）
に
か
け
て
、
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

た
令
和
６
年
度
東
北
・
北
海
道
地
区
J
A
青
年
大
会
に
盟
友
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
北
海
道
か
ら
福
島
県
ま
で
の
東
北
・
北
海
道
地
区
の
盟
友
約
4
0
0
名
が

北
海
道
札
幌
市
に
集
ま
り
、
令
和
６
年
度
全
道
J
A
青
年
の
主
張
大
会
や
第
49
回
全
道

J
A
青
年
部
活
動
実
績
発
表
が
行
わ
れ
、
各
道
県
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
大
変
レ
ベ
ル
の

高
い
発
表
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
北
海
道
代
表
の
J
A
夕
張

市
青
年
部
が
、
活
動
実
績
発
表
に
お
い
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し

遂
げ
、
２
月
27
日
に
開
催
さ
れ
る
J
A
全
国
青
年
大
会
へ
の
進
出
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
が
北
海
道
で
開
催
さ
れ
る
の
は
各
道
県
を
順
番
に
周
っ
て
い
く
た
め
７
年
に

１
度
で
あ
り
、
来
年
活
動
実
績
発
表
を
控
え
て
い
る
J
A
な
ん
ぽ
ろ
青
年
部
に
と
っ
て

大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

5・JAnanporo

女
性
部
短
信

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
視
察
研
修
を
開
催

　

12
月
18
日
（
水
）、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
視
察
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
石
狩
市
に
あ
る
„
ホ
ク
レ
ン
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
工
場
“
へ
見
学
に
行
き
ま
し

た
。
お
米
が
工
場
に
届
い
て
か
ら
、
商
品
と
し
て
店
頭
に
並
ぶ
ま
で
の
過
程
を
、
実
際

に
工
場
内
を
見
な
が
ら
、
丁
寧
な
説
明
を
聞
い
て
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加

し
た
部
員
か
ら
は
「
楽
し
く
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
声
が
き
こ
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
札
幌
市
方
面
へ
向
か
い
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
広
々
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
で
最

近
の
出
来
事
、
お
子
さ
ん
の
こ
と
等
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
食
事
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
最
後
に
、
札
幌
市
に
あ
る
„
ア
オ
ア
オ
サ
ッ
ポ
ロ
“
へ
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
し
た
が
、
水
槽
の
中
の
珍
し
い
生
物
や
、
手
を
伸
ば
せ
ば
触
る
こ
と
が
で

き
そ
う
な
ペ
ン
ギ
ン
達
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
同
世
代
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
近
況
報
告
等
終
始
話
題
の
絶
え
な

い
、
楽
し
い
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
18
日
（
水
）、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
視
察
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
石
狩
市
に
あ
る
„
ホ
ク
レ
ン
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
工
場
“
へ
見
学
に
行
き
ま
し

た
。
お
米
が
工
場
に
届
い
て
か
ら
、
商
品
と
し
て
店
頭
に
並
ぶ
ま
で
の
過
程
を
、
実
際

に
工
場
内
を
見
な
が
ら
、
丁
寧
な
説
明
を
聞
い
て
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加

し
た
部
員
か
ら
は
「
楽
し
く
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
声
が
き
こ
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
札
幌
市
方
面
へ
向
か
い
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
広
々
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
で
最

近
の
出
来
事
、
お
子
さ
ん
の
こ
と
等
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
食
事
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
最
後
に
、
札
幌
市
に
あ
る
„
ア
オ
ア
オ
サ
ッ
ポ
ロ
“
へ
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
し
た
が
、
水
槽
の
中
の
珍
し
い
生
物
や
、
手
を
伸
ば
せ
ば
触
る
こ
と
が
で

き
そ
う
な
ペ
ン
ギ
ン
達
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
同
世
代
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
近
況
報
告
等
終
始
話
題
の
絶
え
な

い
、
楽
し
い
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

東
北
・
北
海
道
地
区
J
A
青
年
大
会
に
参
加

発行者
JA なんぽろ青年部
編集責任者　石川 卓也



長船技師による営農情報！
復元田に対する施肥について

図１　水稲窒素吸収経過 図２　水稲根層位別分布図

表１　復元田における窒素施肥対応

　JAでは、昨年秋に組合員の方々から提出していただいた土壌サンプルの分析が終了し、現在、
処方箋を作成中です。施肥相談会の日程が決まり次第ご連絡しますので宜しくお願いします。本
年の特徴として復元田の依頼分析が多くなっています。今月は復元田の特徴と施肥についてお
話ししたいと思います。

　転作畑を一定期間経過後に再び水田に戻した復元田は、通常の連作田とは異なる特徴が見ら
れます。
（１）畑地利用時に乾燥が進んで亀裂が下層土まで発達し、連作田よりも透排水性が向上してい

ます。
（２）泥炭土の場合、転作時のプラウ耕などで下層の泥炭が上層へ混入し、作土の有機物含量が

増加します。
（３）水田土壌をいったん乾燥してから湛水すると、無機態窒素量が増加します。通常、復元田に

おける水稲窒素吸収量は連作田と比べて増加します。

１　土壌窒素の供給と吸収

参考資料：「北海道の施肥最適化マニュアル」、「北海道施肥ガイド2020」

　「北海道施肥ガイド2020」では、復元田の窒素施肥に当たり、土壌型や前作物の種類や復元
田の年数ごとに、施肥標準に対する窒素施肥率を設定しています。

２　復元田に対する窒素施肥対応

土壌区分

低地土（乾）
灰色低地土
火山性土

グライ低地土
台地土

泥炭土

1) 雪腐れ病の多発などによりやむを得ず起生期にすき込む場合の施肥対応
※透水性の大きい礫質土壌では減肥しない
※リン酸・カリの施肥量は施肥標準に従う
※秋まき小麦春すき込みの２～３年目は麦類に準ずる

前作物の種類

豆類、麦類、そば、馬鈴しょ

てん菜茎葉すき込み、牧草、野菜

秋まき小麦春すき込み1)

豆類、麦類、そば、馬鈴しょ
てん菜茎葉すき込み、牧草、野菜
秋まき小麦春すき込み1)

豆類、麦類、そば、馬鈴しょ
てん菜茎葉すき込み、牧草、野菜
秋まき小麦すき込み1)

復元後の
年数
Ⅰ年目
２年目
１年目
２年目
１年目
１～２年目
１～２年目
１年目
１～３年目
１～２年目
１年目

施肥標準に対する
施肥率
70～80%
100%
50～70%
60～80%
60%

60～70%
40～60%
50%

50～60%
30～50%
40%

全層

50%

側条

50%

施肥配分

（「北海道施肥ガイド2020」より）
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編
集
後
記

編
集
後
記

発
行
　
南
幌
町
農
業
協
同
組
合
　
〒
069－

0293　
空
知
郡
南
幌
町
栄
町
1丁
目
4番
7号

TEL 011－
378－

2221（
代
表
）、011－

378－
2274（

直
通
）　
FA
X 011－

378－
0846　

発
行
日
　
令
和
7年
2月
1日
　
企
画
・
編
集
　
営
農
部
農
業
振
興
課
　
印
刷
　
㈱
ト
リ
ム
シ
ス
テ
ム

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.ja-nanporo.or.jp　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
koho ＠

 ja-nanporo.or.jp

表紙の紹介
◎今月号は、当JA青年部の
皆さんに表紙を飾ってい
ただきました。

私達のJA

組合員
（前年同期比

正組合員
（前年同期比

准組合員
（前年同期比

正組合員戸数
（前年同期比

2,617名
▲40名）

411名
▲19名）

2,206名
▲21名）

260戸
▲11戸）

令和6年12月末日現在

　
1
月
定
例
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
と
お
り
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

【
議
　
　
案
】

１
．
令
和
７
年
度
に
お
け
る
貸
付
利
率
の
最
高
限
度
の
決
定
及
び

信
用
の
供
与
等
の
限
度
額
の
設
定
並
び
に
専
決
処
理
の
委
任

に
つ
い
て　

２
．
令
和
７
年
度 

内
部
監
査
計
画
に
つ
い
て

３
．
理
事
会
の
諮
問
審
議
委
員
会
へ
の
諮
問
に
つ
い
て

４
．
正
組
合
員
の
資
格
確
認
に
つ
い
て

５
．
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
任
に
つ
い
て

６
．
学
識
経
験
役
員
の
選
出
方
法
に
つ
い
て

７
．
第
77
回 

通
常
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

８
．
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

１
．
第
16
次
農
協
事
業
中
期
３
ヵ
年
計
画
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１
．
第
１
回 
営
農
振
興
組
合
長
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

２
．
令
和
７
年
産
米
の
「
生
産
の
目
安
」
に
つ
い
て

３
．
12
月
末 

農
産
物
保
管
状
況
に
つ
い
て

４
．
定
款
第
54
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
利
益
相
反
取
引
に
つ
い

て

５
．
12
月
期 

Ｊ
Ａ
ロ
ー
ン
の
貸
付
に
つ
い
て

６
．
内
部
監
査
の
実
施
報
告
に
つ
い
て

７
．
人
事
に
つ
い
て

８
．
12
月
末 

財
務
状
況
に
つ
い
て

1
月
17
日

　

2
0
2
5
年
に
な
り
、
早
く
も
一
ヶ
月
が
経
ち
ま
し

た
。
１
月
〜
３
月
は
時
の
流
れ
が
速
く
感
じ
る
と
い
い

ま
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
多
い
１
月
は
特
に
速
く
感
じ
ま

す
。
こ
の
ま
ま
気
が
付
い
た
ら
お
爺
さ
ん
に
な
っ
て
い

そ
う
で
す
。

定
例
理
事
会
報
告

　
12
月
臨
時
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
と
お
り
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

【
監
査
講
評
】

　
　

第
３
四
半
期
末 

自
治
監
査

【
議
　
　
案
】

１
．
令
和
７
年
度 

事
業
基
本
方
針
に
つ
い
て　

２
．
令
和
６
年
度 

ク
ミ
カ
ン
供
給
限
度
額
の
変
更
に
つ
い
て

３
．
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１
．
秋
の
経
営
懇
談
会
の
開
催
結
果
に
つ
い
て

２
．
令
和
６
年
度 

農
薬
割
戻
奨
励
の
精
算
に
つ
い
て

３
．
令
和
５
年
産 

系
統
米
の
本
精
算
に
つ
い
て

４
．
令
和
５
年
産 

民
間
流
通
麦
本
精
算
に
つ
い
て

５
．
令
和
５
年
産 

国
内
麦
流
通
円
滑
化
特
別
対
策
事
業
交
付
金

の
支
払
に
つ
い
て

６
．
令
和
５
年
産 

北
海
道
共
同
計
算
大
豆
本
精
算
に
つ
い
て

７
．
令
和
６
年
産 

民
間
流
通
麦
の
概
算
金
追
加
支
払
に
つ
い
て

８
．
令
和
６
年
産 

委
託
調
製
大
豆
に
係
る
仮
渡
金
の
支
払
に
つ

い
て

９
．
令
和
６
年
産 

委
託
調
製
な
た
ね
に
係
る
仮
渡
金
の
支
払
に

つ
い
て

10
．
令
和
６
年
産 

原
料
て
ん
菜
に
係
る
仮
渡
金
の
支
払
い
に
つ

い
て

11
．
令
和
６
年
産 

玉
ね
ぎ
の
概
算
金
支
払
に
つ
い
て

12
．
○国
野
菜
価
格
安
定
事
業
価
格
差
補
給
金
の
交
付
に
つ
い
て

13
．
定
款
第
54
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
利
益
相
反
取
引
に
つ
い

て

14
．
会
計
監
査
人
の
再
任
に
つ
い
て

15
．
令
和
６
年
度 

第
３
四
半
期
仮
決
算
の
結
果
に
つ
い
て

16
．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

17
．
リ
ス
ク
情
報
に
つ
い
て

18
．
令
和
６
年
度 

農
地
流
動
に
係
る
出
資
増
口
に
つ
い
て

19
．
年
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

12
月
26
日

臨
時
理
事
会
報
告
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